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平成２６年９月１１日
於
府中市立教育センター

平成２６年第９回

府中市教育委員会定例会会議録
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平成２６年第９回府中市教育委員会定例会会議録

１ 開 会  平成２６年９月１１日（木）

       午後１時３０分

  閉 会  平成２６年９月１１日（木）

       午後４時１６分

２ 会議録署名員

       委 員 齋 藤 裕 吉

       委 員 村 越 ひろみ

３ 出席委員

  委員長 崎 山   弘  委員長職務代理者 齋 藤 裕 吉

委 員 村 越 ひろみ  委      員 松 本 良 幸

教育長 浅 沼 昭 夫  

４ 欠席委員

   な し

５ 出席説明員

  教育部長      今 永   昇  文化スポーツ部長        後 藤 廣 史

教育部副参事兼指導室長        文化振興課長      英   太 郎

          三田村   裕  ふるさと文化財課長   江 口   桂

総務課長      志 摩 雄 作  ふるさと文化財課長補佐  黒 沢 明 美

総務課長補佐    北 村   均  生涯学習スポーツ課長   矢ケ﨑 幸 夫

学務保健課長    酒 井 利 彦  生涯学習スポーツ課長補佐 古 田   実

給食担当主幹    須 恵 正 之  美術館副館長       山 村 仁 志

学務保健課長補佐  山 田 晶 子

指導室長補佐    古 塩 智 之

統括指導主事    日 野 正 宏

指導主事      山 本 勝 敏

指導主事      坂 元 竜 二

指導主事      林 田 孝 子

６ 教育委員会事務局出席者

  総務課係長     熊 坂 奈 美

  総務課事務職員   平 田   暁
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議 事 日 程

第１ 会議録署名員選定について

第２ 会期決定について

第３ 議案

第４ 報告・連絡

(1)  寄附の採納について

(2)  周年記念式典教育委員会あいさつについて（四谷小学校）

(3)  平成２６年度日光林間学校実施結果について

(4)  平成２６年度「府中の教育を語る会」について

(5)  市制施行６０周年記念「市民文化の日」の開催について

(6)  府中市郷土の森博物館常設展示室リニューアルオープンについて

(7)  市制施行６０周年記念「第５回武蔵府中熊野神社古墳まつり～５周年特別記

念」について

(8)  学校教育における地域の教育力の活用と学び返しの推進について

(9)  市制施行６０周年記念 第１８回みんなのスポーツdayの開催について

(10) 市制施行６０周年記念 ウォーキング・ウォークラリー 歩いて知ろうわがま

ち府中！の開催について

(11) 府中市美術館運営協議会答申について

第５ 府中市教育委員会委員長選挙について

第６ 府中市教育委員会委員長職務代理者の指定について

第７ その他

第８ 教育委員報告
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午後１時３０分開会

○委員長（崎山 弘君） ただいまより、平成２６年第９回府中市教育委員会定例会を開会い

たします。

                   ◇               

○委員長（崎山 弘君） 本日の会議録署名員は、齋藤委員と村越委員にお願いいたします。

                   ◇               

○委員長（崎山 弘君） 会期は本日１日といたします。

                   ◇               

◎傍聴許可

○委員長（崎山 弘君） 傍聴希望者がおりますので、許可してよろしいでしょうか。

（「はい」の声あり）

では、よろしくお願いいたします。

本日の「日程第５」及び「日程第６」は人事案件ですので、非公開扱いとし、議事進行の都

合上、定例会の最後で取り扱うこととしてよろしいでしょうか。

（「異議なし」の声あり）

それでは、「日程第５」及び「日程第６」は「日程第８ 教育委員報告」終了後、定例会を

一時中断して、非公開で取り扱うことといたします。

                   ◇               

○委員長（崎山 弘君） 本日は、議案の審議はございません。

                   ◇               

◎報告・連絡（１）寄付の採納について

○委員長（崎山 弘君） 報告・連絡から始めさせていただきます。

報告・連絡の（１）について、総務課、お願いいたします。

○総務課長補佐（北村 均君） それでは資料１の「寄附の採納について」のご報告いたしま

す。今回は２件でございます。こちらは、学校教育活動の一層の充実、発展を図るために寄附

されたものでございます。

１件目につきましては、寄附の採納先は、府中市立府中第四小学校でございます。寄附品は

バスケットゴール１式、７０万３，０００円でございます。寄附者は、日本中央競馬会東京競

馬場 場長 増田知之様で、受領日は平成２６年８月２５日でございます。

２件目につきましては、寄附の採納先は、府中市立小中学校３３校でございます。寄附品は

詩集「七月六日の赤い空」６６冊、１３万２，０００円でございます。寄附者は、渡邉圭子様

です。受領日は平成２６年９月１日でございます。

府中市教育委員会表彰規程第１０条の規定によりまして、委員会が適当と認めたときは感謝

状を贈呈できることとなっておりますが、両名とも感謝状の受け取りはご辞退されているため、

感謝状の贈呈は行いません。

以上でございます。どうぞよろしくお願いいたします。

○委員長（崎山 弘君）  ただいまのご報告につきまして何かご質問、ご意見ございますで

しょうか。よろしいでしょうか。

それでは報告連絡の１番について了承いたします。
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              ◇               

◎報告・連絡（２）周年記念式典教育委員会あいさつについて

報告連絡（２）について、同じく総務課、お願いいたします。

○総務課長補佐（北村 均君） それでは「お祝いの言葉」。

府中市立四谷小学校が創立４０周年を迎え、本日ここに、晴れやかに記念式典が挙行されま

すことは、誠に喜ばしく、こころからお祝い申し上げます。

四谷小学校は、昭和４９年４月に、府中市西部の自然に恵まれた多摩川の河畔に市内で２０

校目の市立小学校として開校しました。

本校は、武蔵野の緑豊かな自然と、多摩川の流れに囲まれた環境で、特別養護老人ホームよ

つや苑や地域の農家の方々と関わる体験的な学習を各学年に位置付け、四谷の地域を愛し、地

域の一員として自他を大切にする態度を養うなど、学校と地域、保護者が一体となった教育活

動を推進しております。

また、「楽しく分かる授業作り」や「安心・安全で信頼され、一人一人を大切にする学校」

を目指し、児童が主体的に学習し、心身ともに健康であり、社会の形成者としての自覚を身に

付けるなど、本校の目指す学校像が隅々まで浸透していることを感じます。

このような取組みは、歴代の校長先生をはじめ、教職員の方々のご努力と、保護者・地域の

皆様のご理解とご支援の賜であると心から感謝申し上げます。

さて、児童の皆さん、今日は四谷小学校の４０周年を祝う日です。この４０年間、四谷小学

校で学んできた多くの先輩や、先生方もきっと喜んでいることと思います。

ここに集まっている児童や先生方は年とともに変わりますが、今も歌い続けられる校歌や教

育目標である「学ぶよろこび」「ふみだす強さ」「人へのやさしさ」は、何年経っても変わらず

引き継がれていき、四谷小学校の歴史と伝統となります。

校歌には、「行く手 望み 希望に燃えて 日ごと 日ごとを 学び励む」とあります。こ

の歌詞は、皆さんが、歴史ある自然豊かな地に建つこの学校で、明るく希望をもって学び、心

を豊かに、共に仲よく生きていく姿を歌ったものです。このような理想を追い求め、これから

も「誇りをもってふるさと府中を創り、世界で活躍する府中っ子」に成長することを心から期

待しています。

結びになりますが、創立４０周年を契機として、本校が地域に根ざした学校として、ますま

す発展することを祈念しますとともに、ご列席の皆様方をはじめとしまして、これまで特段の

ご理解・ご協力を賜りました多くの方々に、深く感謝申し上げ、挨拶とします。

平成２６年１０月２４日 府中市教育委員会

以上でございます。

○委員長（崎山 弘君） ただいま１０月２４日の四谷小の周年行事で「お祝いのことば」に

ついて報告がありました。

○総務課長補佐（北村 均君） 委員長、済みません。「よつや宛」の「宛」の漢字が間違っ

ていましたので、訂正をいただければと思います。正しくは、「よつや苑」です。申しわけご

ざいません。８行目です。

○委員長（崎山 弘君） ただいまのご報告につきまして何かご質問、ご意見ございますでし

ょうか。
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○委 員（村越ひろみ君） 読み間違えられたのか、私の聞き間違えなのかですが、１０行

目の、「地域の一員として」、ここには「自他を大切にする態度」と書いてあるのですが、「自

然」と読まれた気がするのですけれども、「自他」でいいのですか。

○総務課長補佐（北村 均君） 済みません、「自他」です。

○委 員（村越ひろみ君） ありがとうございました。

○委員長（崎山 弘君） ほかに何かご質問、ご意見、松本委員。

○委 員（松本良幸君） 特にこだわりではないのですけれども、裏面の「ここに集まってい

る児童や先生方は年とともに変わりますが」とあるのですけれども、年というより「時ととも

に」とか「時代とともに」とか、もう少し流れの字のほうがいいかなと何か少し引っかかった

のですけれども。

○委員長（崎山 弘君）） 実際、これ大体同じものを私いつも読んでいるときに、「年とと

もに入れ替わりますが」っていつも読んでいるのです、実は。確かに「変わる」って変化して

しまう形に読めるのですけれども、昔この周年行事のお祝いの言葉に「子どもたちに対する呼

びかけがなかったではないか」と昔指摘したことがあったのです。それでこれが入るようにな

ったのですけれども、やはりその子どもたちは時とともに変わるって、皆さんがどんどんどん

どん変わっていくという意味ではなくて、去年、おととしと来年、再来年、児童たちは入れか

わる、先生たちも入れかわる、でも四谷小学校はずっとここに存在しているのだよという意味

合いだったので、私はここいつも「入れ替わる」と読んでいました。今回もそのつもりで実は

個人的にはいました。

ほかに何かご意見、ご質問ございませんか。よろしいでしょうか。

では、報告・連絡（２）について了承いたします。

              ◇               

◎報告・連絡（３）平成２６年度日光林間学校実施結果について

続きまして報告・連絡（３）について学務保健課お願いいたします。

○学務保健課長補佐（山田晶子君） それでは、資料３に基づきまして平成２６年度

の日光林間学校実施結果についてご報告いたします。

日光林間学校は、小学校全２２校の６年生を対象に７月２０日から８月９日の間に

実施いたしました。参加状況でございますが、参加人数は２，２１６人で在籍数２，２

５９人に対し、参加率は９８．１％でございます。過去１０年間で一番低い参加率と

なりました。

裏面をごらんください。参加状況でございますが、４３人の児童が不参加でござい

ました。不参加の理由といたしましては発熱、けが、マイコプラズマ肺炎、ウイルス

性発疹及び体調不良が２９人でもっとも多く、校外の文化・スポーツ活動への参加や

一時帰国、身体の不安などによる家庭の事情が８人、アメリカンスクール通学が６人

でございました。実施期間中、大きな事故やけが等はございませんでしたが、発熱や

嘔吐、ぜんそく様症状で延べ５人が日光市民病院を受診いたしました。児童たちは、

事前に学習したことを生かし、日光東照宮や華厳の滝の見学や日光彫りの体験、戦場

ヶ原のハイキングなど、歴史・文化・自然について学習しました。また、帰校後に事

後の学習を行うことで、１人１人の学びを深めることができました。



- 7 -

報告は以上でございます。よろしくお願いいたします。

○委員長（崎山 弘君） ただいまの報告につきまして何かご質問、ご意見ございま

すでしょうか。

○委 員（松本良幸君） 昨年も聞いたかもしれないのですけれども、アメリカンス

クール通学というのは、籍が府中市にあるけれども、通常アメリカンスクールに行っ

ているということでしょうか。

○学務保健課長補佐（山田晶子君） 今委員の方がおっしゃられたとおりでございま

す。

○委員長（崎山 弘君） ほかに何かご質問、ご意見ございますでしょうか。大きな

事故もなかったようで、次回に活かせると思います。

では、報告・連絡（３）につきまして了承いたします。

              ◇               

◎報告・連絡（４）平成２６年度「府中の教育を語る会」について

続きまして報告・連絡（４）について、指導室、お願いいたします。

○統括指導主事（日野正宏君） それでは、私から資料４に基づきまして、「府中の教

育を語る会」についてお話いたします。今年度は１１月１日土曜日、生涯学習センタ

ーにて開催いたします。第２次府中市学校教育プランの、第７の柱「府中を愛する心

を醸成する」を踏まえ、今年度のテーマ「郷土府中を愛する心」とし、コミュニテ

ィ・スクールの取り組みを視野に入れながら、地域学習や地域の教育資源の活用につ

いて意見交流をいたします。プログラムとしましては、学校における地域学習の実践

の発表、パネルディスカッション、有識者による講演を予定しております。今後、実

践発表をしていただく学校やパネルディスカッションのパネラーとなっていただく校

長先生やＰＴＡの方、またコミュニティ・スクールのコーディネーターの方について

調整してまいります。

報告は以上でございます。

○委員長（崎山 弘君） ただいまの報告につきまして何かご質問、ご意見ございま

すでしょうか。

では、報告・連絡（４）について了承いたします。

              ◇               

◎報告・連絡（５）市制施行６０周年記念「市民文化の日」の開催について

続きまして、報告・連絡（５）について、文化振興課、お願いいたします。

○文化振興課長（英 太郎君） 文化振興課より「市民文化の日」の開催についてご

報告いたします。資料５のパンフレットをごらんください。市制施行６０周年祈念特

別事業といたしまして、新たに市民文化の日を設立いたしました。これに伴い、第１

回目となる本年１０月５日、日曜日に市内９カ所の文化施設が連携・協力して、それ

ぞれの施設の枠組みを超えて各種イベントを実施いたします。市民文化の日の設定は、

平成２０年３月に策定されました府中市文化振興計画に基づき、第６次府中市総合計

画の基本目標「人とコミュニティをはぐくむ文化のまち」の実現に向けた施策として
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実施いたします。その設定目的は、「市民が身近な場所で良質な文化・芸術に親しみ、

喜びや感動を味わうことができる環境」を形成することにあります。

２ページをごらんください。各施設の主な催し内容でございますが、まずグリーン

プラザでは特別上映会「二十四の瞳」、次のふるさと府中歴史館では展示会「府中市誕

生６０年」、熊野神社古墳展示館では「第５回武蔵府中熊野神社古墳まつり」、３ペー

ジ、ルミエール府中では市民会館で「名作映画ミニパネル展」、図書館で「無料講演

会」、次の郷土の森博物館では２７年ぶりにリニューアルとなった常設展示室の無料観

覧。６ページに飛びまして、美術館は「生誕２００年ミレー展の無料観覧」、次の府中

の森公園では「広場で行うピクニックライブ」。７ページ、生涯学習センターでは松本

幸四郎、松たか子がナレーターを務める映画「ライフ」の無料上映。最後に芸術劇場

では「第５０回府中市民芸術文化祭」の記念式典を開催します。この式典については

前ページ４ページ、５ページに詳しくプログラムを掲載してございます。

４ページ、５ページをごらんください。この式典は全４部構成で市と多くの市民文

化団体が協働して舞台をつくり上げます。第１部は府中市民芸術文化祭の祝賀と表彰

式で、府中市民芸術文化奨励賞を受賞された、府中市立府中第四小学校ハーモニーブ

リーズジャズオーケストラの表彰も行われます。このハーモニーブリーズについては、

第２部の冒頭で演奏をしていただきます。第３部では演目として、国府つながりの町

で震災時の支援をきっかけとして交流が始まった宮城県多賀城市芸術文化協会の皆様

による発表など。第４部では高野市長と野口前市長の特別共演による日本舞踊の祝賀

の舞などが予定されております。どなたでも、また各部の途中からの入場も可能とな

っております。

最後に裏表紙をごらんください。子どもたちに向けては、各施設の場所を知っても

らうためにスタンプラリーも実施いたします。多くの市民の皆様に、美術・音楽・文

化体験など、様々な形で楽しんでいただけるような催しにしてまいりますので、１０

月５日日曜日、市民文化の日のこの機会に、市民にいろいろな施設に足をお運びいた

だき、お楽しみをいただきたいと考えております。

以上でございます。

○委員長（崎山 弘君） ただいまの報告につきまして何かご質問、ご意見ございま

すでしょうか。よろしいでしょうか。

それでは報告・連絡（５）について了承いたします。

              ◇               

◎報告・連絡（６）府中市郷土の森博物館常設展示室リニューアルオープンについて

◎報告・連絡（７）市制施行６０周年記念「第５回武蔵府中熊野神社古墳祭り」について

報告・連絡（６）（７）について、一括して、ふるさと文化財課、お願いいたします。

○ふるさと文化財課長補佐（黒沢明美君） ふるさと文化財課から、２件まとめてご

報告申し上げます。

まず、府中市郷土の森博物館常設展示室リニューアルオープンについて、資料６に

基づいてご報告いたします。昭和６２年４月に開館した郷土の森博物館は既に２７年

が経過し、９００万人を超える方々に親しんでいただいてまいりました。平成１６年
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の府中市制施行５０周年を契機に常設展示室のリニューアルに着手し、基本設計、実

施設計を経て、平成１９年度に「くらやみまつりコーナー」を改修し、２０年度に

「こども歴史街道」「体験ステーション」を設置、公開となりました。しかし、５カ年

計画の更新事業が平成２１年度から中断しましたが、市制施行６０周年の記念すべき

今年の完成に向けて昨年度更新事業が再開され、本年１０月４日のオープンを迎える

こととなりました。

１０月４日土曜日は、午前１０時からリニューアルオープン記念式典を挙行いたし

まして、１０時半から常設展示室の一般公開をいたします。裏面をごらんください。

今回のリニューアルには「ムラのはじまり」「古代国府の誕生」「国府から府中へ」

「宿場のにぎわい」「変わりゆく府中」「都市と緑と」の６つのコーナーを改修し、奈

良・平安時代の国府、江戸時代の宿場町を初め、府中が歩んできた特色ある歴史や、

熊川や浅間山の自然など豊富な実物資料と模型、ジオラマなどの展示物のほか参加型

展示を設けるなど、全ての世代の方々にわかりやすく親しんでいただける展示室とし

て新しく生まれ変わります。今後リニューアルする常設展示室を含めた博物館の活用

について、これまで以上に学校との連携を強化し、学校の学習活動の場として有効に

利用していただけるようと努めてまいります。ぜひ、長年にわたる調査研究成果と、

最新の技術を駆使してつくり上げた常設展示室をごらんいただきたくお願いいたしま

す。

続きまして、「市制施行６０周年記念 第５回武蔵府中熊野神社古墳まつり」につい

て資料７に基づきご報告いたします。全国でも最大規模を誇る最古の上円下方墳であ

る熊野神社古墳は、近年の古墳ブームにあやかりさまざまな雑誌に取り上げられ、注

目を浴びております。この古墳において熊野神社古墳保存会を中心に周辺の自治会や

市民団体等のご協力により、武蔵府中熊野神社古墳まつりは今年で５周年を迎えるこ

とになり、特別記念としてこれまでにないパワーアップした古墳まつりを開催いたし

ます。毎年恒例の古墳パレードや現役の小学１年生によるくまじいぬりえコンクール

の表彰式、また古墳ステージにおける雅楽やジャズのほか、ことしは府中東高校の和

太鼓の演奏もあり、楽しいイベントが満載です。

日程は１０月４日土曜日は午後５時から８時まで、５日日曜日は午前１０時３０分

から午後４時までとし、小雨決行でございます。この古墳の神秘的な魅力と古代の雰

囲気を古墳まつりで体感していただきたく、ぜひお越しをお待ちしております。

報告は以上でございます。

○委員長（崎山 弘君） ただいまの報告につきまして、では、まず（６）のほう、

「常設展示室のリニューアル」に関して何かご質問、ご意見ございますでしょうか。

○委 員（齋藤裕吉君） 大変楽しみなわけですけれども、説明の中で参加型展示と

いうお話がありましたけれども、具体的には例えばどんなふうなことなのでしょうか。

行ってみればわかると言われてしまえばそれだけなのですけれども、ちょっと興味が

あります。

○ふるさと文化財課長補佐（黒沢明美君） 来ていただいて楽しんでいただいたほう

がよろしいかと思うのですが、実際に触ったりとかいろいろ手をかざすといろいろな
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仕掛けがあったりということで、ただ単に見るだけではなくて、自分で動いて触った

りというような、行動が伴ったような展示という形になると。ちょっとうまく説明で

きませんが、ぜひお越しください。

○委 員（齋藤裕吉君） はい、必ず行きます。ただ、小学生の子どもたちが全校利

用させていただいて勉強していると思うのですけれども、そういう点では期待を膨ら

ませるような、そういうご説明などもあると一層よろしいかなというふうな気持ちで

おりましたので、質問させていただきました。

○委員長（崎山 弘君） ほかに何かご意見、ご質問、いかがでしょうか。

やはり子どもたちが一緒に楽しめる展示があるとうれしいなと思います。実際、前

回の教科書選定の会議のときに、やはり教科書は挿絵が重要という話を私した覚えが

あるのですけれども、教科書ではただ社会科の教科書で、挿絵で古代のこと、あるい

は江戸時代のこととかわかるわけですけれども、それ以上にやはりこういう博物館に

行くともう少し五感に触れる部分が。それが参加型ということだと思うのですけれど

も。触れるというか、見るだけだと視覚だけでただ見るだけですけれども、それがほ

かの五感に訴えられるような形で生き生きとした形で展示物があれば子どもたちの学

習には非常に助けになると思うので、やはりぜひ府中市の小中学生が活用していただ

けるとありがたいかなと思っております。よろしくお願いします。

ほかに何かご質問、ご意見ございますでしょうか。

それでは、（７）の古墳まつりのほうに関して何かご質問、ご意見ございますでしょ

うか。

○委 員（齋藤裕吉君） ２日間にわたる催しということですけれども、１日目が夕

方の５時からという理由ですね、暗くなるのを待ってやるという。歴史的な何か背景

というのでしょうか、経過があって夕方からのスタートになっているのかどうか。そ

の辺いかがなのでしょうか。

○ふるさと文化財課長補佐（黒沢明美君） この熊野神社古墳を舞台に雅楽とかいろ

いろなコンサートが繰り広げられるのですが、そのより一層幻想的に演出するという

ことで、暗闇の中で光を当てて古墳を照らすというような演出効果を狙ったところか

ら、夜からということにしております。

○委 員（齋藤裕吉君） 前夜祭という程度の意味ですかね、ああそうですか。暗く

なる時刻なのでこれもまた子どもたちの視点でいうと、１人で出かけるというのは難

しい時間帯になるのかなというふうな思いがあったものですから、質問をさせていた

だきました。親子で楽しむという、参加させていただくということを呼びかけていけ

ばよろしいかと思うのですけれども。

○委員長（崎山 弘君） ほかに何かご意見、ご質問ございますでしょうか。よろし

いでしょうか。

私もこれ何回か行ったことがあるのですけれども、小雨決行で、やはりコンサート

だと楽器持って来られるじゃないですか。やはり雨が降ると楽器っていうのはやはり

ちょっと困るなというところがあるので、特にことしは天候が不順なので、もしざっ

と降られるとすると、やはり太鼓とか楽器とか「雨に濡れては嫌だな」という人たち
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もいるだろうし、また準備のときに置いてあるスペースというのも、そんなに屋根が

あるスペースが多くないので、その辺の、雨が降ったときにせめて人は濡れていても

楽器は濡らさないようにスペースだけは確保しておいてあげたほうが、来ていただく

方々にとっても安心できるかなと思いますので、雨のときのことをちょっと考えてい

ただけるとありがたいかなと思います。

よろしいでしょうか。では報告・連絡（７）について了承いたします。

              ◇               

◎報告・連絡（８）学校教育における地域の教育力の活用と学び返しの推進について

続きまして報告・連絡（８）について、生涯学習スポーツ課、お願いいたします。

○生涯学習スポーツ課長補佐（古田 実君） それでは生涯学習スポーツ課より「学

校教育における地域の教育力の活用と学び返しの推進」につきまして別紙資料８に基

づきまして、少々お時間をいただきましてご報告を申し上げます。

まず資料の「１ 趣旨」のところでございますが、教育委員会が行う事務のうち社

会教育・生涯学習に関する事務は、現在文化スポーツ部が補助執行という形式で行っ

てございます。社会教育・生涯学習に関する計画として、生涯学習推進計画を策定し

ておりますが、同計画では、基本理念として「『学び返し』を通した地域教育力の向

上」を掲げています。これを学校教育の分野においても推進していく上で生涯学習推

進計画の実現のみならず、学校教育プランで掲げている「地域の教育力を活用する」

という柱の実現にもつなげる取り組みを推進していくものでございます。この取り組

みは地域事業を立ち上げるというわけではなく、学校教育部門と、社会教育、生涯学

習部門との連携により各計画の実現を図るものでございますが、府中版コミュニテ

ィ・スクールへの取り組みが本格化してきていることもございますので、この連携を

一層深めてまいりたいと考えているところでございます。

続きまして２に参りまして、その具体的な方策でございますが、府中市文化団体連

絡協議会加盟団体等、次に記載の市民を学校教育現場へ講師として派遣することにつ

いて、文化スポーツ部生涯学習スポーツ課が窓口となって紹介しております。ただし、

派遣に伴う費用については学校負担といたしますが、費用は若干の講師謝礼と教材費

に相当するもので、著しく高額なものになることは想定してございません。また、学

校側の窓口は教育管理職及びコミュニティ・スクールコーディネーターの方を想定し

ております。

２の右側に簡単なフローを記載しておりますが、学校側で企画立案されましたら、

生涯学習スポーツ課にお電話かメールで派遣依頼をしていただければ、生涯学習スポ

ーツ課のほうで講師となるべき方との条件等の調整を行い、その結果を学校側に連絡

することとしています。そこからの企画の細部の確定や授業・講座等の実施は直接学

校と講師の方でやりとりしていただき、講座等が終了しましたら学校は謝礼等を支出

するとともに、生涯学習スポーツ課宛てに実績報告書を提出していただきます。以上

が全体の流れとなっております。

最後に３のコミュニティ・スクールコーディネーターのスキルアップに向けて、で

ございますが、文化スポーツ部では、明治大学に委託して「生涯学習ファシリテータ
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ー養成講座」というものを開催してございます。ファシリテーターとは、会議等での

場で発言や参加を促したりする人のことをいいますが、このファシリテーターとコミ

ュニティ・スクールコーディネーターの役割は共通する部分が多いと考えられますの

で、受講対象を生涯学習に取り組んでいる方だけでなく、コミュニティ・スクールコ

ーディネーターの方にも拡大するものでございます。

開催日程は右の表に記載のとおりで、全５回の講座となっております。会場はいず

れも生涯学習センターでございまして、一般の方には初級から３カ年かけて初級から

上級まで受講をしていただいておりますが、コミュニティ・スクールコーディネータ

ーの方には初級または中級を選択して受講していただけることといたします。

以上、全て文化スポーツ部の既存の事業の延長線上で行うことではございますが、

今後定例校長会でもご説明の上、このような取り組みを推進してまいりたくご報告さ

せていただきます。どうぞよろしくお願いいたします。

○委員長（崎山 弘君） ただいまの報告につきまして何かご質問、ご意見ございま

すでしょうか。よろしいでしょうか。

○委 員（松本良幸君） これは基本的には全校にお願いしていこうというものにな

るのでしょうか。それとも例えば最初は何校か、または家庭教育学級みたいに何校か

合同でやるというのもいいとか、そういうのは具体的にはどのように思っていらっし

ゃるのでしょうか。

○生涯学習スポーツ課長補佐（古田 実君） その対象の幅ということでございます

が、基本的には３３校全校というふうに考えてございますし、またその中でご要望い

ただければ、今ご説明した内容の中で進めさせていただきたいというふうに考えてご

ざいます。以上でございます。

○委 員（齋藤裕吉君） 学び返しということを学校の中で行っていきたいという計

画と思いますけれども、具体的にどんなふうな、例として考えた場合にどんな例が考

えられるのかなということで、具体例についてはここには表明されておりませんので、

ご説明いただければと思うのですけれども。トップスポーツチームというとサッカー

かなとか、そういう程度のイメージは湧くのですけれども。いかがでしょうか。

○生涯学習スポーツ課長（矢ケ崎幸夫君） ２の、①から④の中に記載しております

団体、登録者の方々に基本的には講師となって学校等でそういったものを展開してい

ただくわけでございますが、例えばのお話といたしまして、通常学校の先生等が行っ

ておりますもの、そういったものですとか、また学校の先生にはそういったスキルが

なくてやりたくてもできないようなもの、例えば生け花ですとか、そういったものが

生け花の資格を持っている方が地域にいらっしゃる場合には、そういった方々が学校

のほうでその学校の依頼に応じてそういったことをやりたいといった場合にはそうい

う方も紹介できますよといったことも考えていますし、また体育等の授業においてト

ップチームの方々がそのトップチームの行っております種目に限らず体幹トレーニン

グというような形で広く体育の授業に参画していただくこと、また放課後の部活動な

どにおいても、体育協会の加盟団体のほうでそういった形の合意要請がかかるような

場合には、そういった所から講師の方を派遣していただいて授業の補助をしていただ
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くといった幅広いものがいろいろできないかなということで考えているところでござ

います。以上でございます。

○委 員（齋藤裕吉君） わかりました。もう１枚のペーパーが後ろのほうに入って

いたもので、少しイメージが湧きました。これまで行っていた地域人材活用という、

そういうような取り組みを再組織化していくというような、そんな感じでしょうか。

ぜひ推進していきたいなというふうに思います。よろしくお願いしたいと思います。

○委員長（崎山 弘君） ほかに何かご質問、ご意見ございますでしょうか。

○委 員（村越ひろみ君） 確認というか。では、これは例えば学校が立案というの

もクラスとか学年単位でもいいし、部活でもいいということ、あとはコミュニティ・

スクールの企画でもいいということになるのですか。

○生涯学習スポーツ課長補佐（古田 実君） 今委員さんからお話がありましたとお

り、基本的に学校教育にかかわる部分の中で、私どものほうが社会教育部門としてお

手伝いできる内容であれば、そういった形で勉強してまいりたいというふうに考えて

おります。

○委員長（崎山 弘君） ほかによろしいでしょうか。

○委 員（松本良幸君） ここで講習とかそういうものを受ける対象者なのですけれど

も、児童・生徒向けというふうに限定になりますか、それとも先生方であったり保護

者であったりという、対象者によって内容も変わってくるかな、指導方法を教えてほ

しいとかいうふうなことになれば先生とか、という形になるかと思うのですがいかが

でしょうか。

○生涯学習スポーツ課長（矢ケ崎幸夫君） 今の点でございますが、３番のファシリ

テーター養成講座についてということで理解してよろしいでしょうか。それとも全体

についてでしょうか。全体につきましては、基本的には学校教育の中で先生の負担を

減らす、また地域の方々に学校経営に参画していただくといったところから、そうい

ったところはこちらのほうでは細かく制限は考えておりません。学校側でこういう形

をしたいということをこちらのほうにご相談していただいた場合には、なるべくそう

いったものを受け入れられる範囲で実際に講師になり得る方々と調整を行っていって、

できる部分についてはできる限りのことをしてまいりたいという考えです。したがい

まして今までもやっている事業の延長線でございますので、大ざっぱなものといたし

ましては児童・生徒に向けたものではございますけれども、それを肉付けしてＰＴＡ

の方ですとか、学校の先生の方々が学習をしたいというような場合には、そういった

方にもどんどん参画をしていただければと考えております。以上でございます。

○委 長（松本良幸君） ありがとうございました。学校も人数も多かったりとか、

学年がたくさんあるということで一遍にというのができないのかもしれませんので、

そういうところを柔軟にしていただけると学校も企画を考えやすいのかなというふう

に思いますので、どうぞ柔軟にお願いいたします。

○委員長（崎山 弘君） ほかにご意見、ご質問ございますか。村越委員。

○委 員（村越ひろみ君） ファシリテーター養成講座の初級・中級ってありますよ

ね。多分このコーディネーターになった方はこういうのを受けたらすごく勉強になる
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と思うのですが、初級と中級のどちらを受けようかなみたいなその基準みたいな明ら

かなものはあるのですか。私はこっちを受けられますとか。初級でも中級でもいいと

いうお話がさっきありましたけれども。

○生涯学習スポーツ課長補佐（古田 実君） 冒頭申し上げましたとおり一般の方が

受ける場合にはまず初級を受けていただかないと中級には行けないというシステムで

はございますが、今回のスクールコーディネーター方々で、ある程度そういった知識

が自分にはあるよというような方々については、初級は省いて中級からでもいいです

よということでご案内をしてまいりたいと思います。ですので絶対に中級からでない

とだめとか、初級から受けてくださいという縛りを若干緩くしていくというふうにご

理解いただければと思います。以上でございます。

○委員長（崎山 弘君） ほかに何かございますでしょうか。

○委 員（齋藤裕吉君） これはここに書いてありますけれども謝礼等は全くなしと

いうことでの取り組みということですよね。学校の様子で考えた場合、例えば「具体

的な方策」の①から④までのほかに、例えば農業指導とまではいかないですけれども

学校農園の指導とか、これはもう非常に地道にずっと長く続いてきているようなとこ

ろもあるのです。これはもう私から見るとまさに地域人材の活用、地域の教育力の必

要というふうに言えるのかなと思うのですけれども。そういう意味で、そういうとこ

ろにもひとつ目を向けて大事にそういう方々の力をおかりしていくというような、そ

ういう観点もしっかりと失わずに、しっかりと据えてやっていっていただきたいなと

いうふうに思います。

○生涯学習スポーツ課長補佐（古田 実君） 申しわけございません。謝礼につきま

してはこちらのテキストの下のほうに「希望する謝礼」という欄がございまして、発

生する謝礼もあると考えております。こちらにつきまして２の「具体的な方策」の下

線の引いてある部分でございますけれども、派遣に伴う費用というのは基本的には学

校側のほうで負担をしていただくというふうに考えているところでございます。以上

でございます。

○委員長（崎山 弘君） ほかによろしいでしょうか。

では私からも１件。これは今までの延長線上ということですけれども、現在この生

涯学習サポーター、ここに登録されている現時点で６２名とあるのですけれども、こ

の６２名の方で現在今までも学校でこういう形で何か生徒にかかわったという実績が

ある方というのは何人くらいおられるのでしょうか。

○生涯学習スポーツ課長補佐（古田 実君） 申しわけありません。そちらの細かい

資料が今手元にないところではございますけれども、お子様にというよりはむしろＰ

ＴＡの方々がこういう形でやりたいというようなお声をかけていただいて、ご紹介し

た例というのは多くございます。以上でございます。

○委員長（崎山 弘君） ほかに何かご意見ご質問ございますでしょうか。

それでは報告・連絡（８）につきまして了承いたします。

              ◇               

◎報告・連絡（９）市制施行６０周年記念
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第１８回みんなのスポーツｄａｙの開催について

◎報告・連絡（（１０）市制施行６０周年記念

ウォーキング・ウォークラリー歩いて知ろう我がまち府中！の開催について

○委員長（崎山 弘君） 報告・連絡（９）、（１０）につきまして、一括して生涯学

習スポーツ課、お願いいたします。

○生涯学習スポーツ課長補佐（古田 実君） それでは生涯学習スポーツ課より「市

制施行６０周年記念 第１８回みんなのスポーツｄａｙ」の開催につきまして別紙の

資料９に基づきご報告いたします。１０月１３日の体育の日にふさわしく、多くの市

民がスポーツに親しむきっかけとなるよう各地域体育館を無料開放し、ニュースポー

ツに触れていただく機会を提供するほか、特別企画を開催いたします。チラシの裏面

をごらんください。記載のとおり各地域体育館では午前と午後にわたりラリーテニス

などニュースポーツを実際に体験できるほか、特別企画として支援団体のご協力のも

とダンスや新体操などの演技披露を予定しております。本事業はスポーツ推進委員と

各地域体育館の運営協議会委員との協働により企画・運営しており、各地域体育館に

おきましてはそれぞれ特色ある内容となっております。委員の皆様におかれましては、

ご都合つきましたらご来館いただき、楽しんでいただければ幸いでございます。

引き続き別紙資料１０「市制施行６０周年記念事業 ウォーキング・ウォークラリ

ー 歩いて知ろうわがまち府中！」につきましてご報告をいたします。

本事業も市制施行６０周年記念事業といたしまして１１月１６日日曜日、府中市郷

土の森公園芝生広場をメイン会場として、市内の各所旧所をめぐるウォーキングイベ

ントを開催いたします。

コースは２種類４コース設定しておりまして、子どもから高齢者まで誰もがそれぞ

れの健康・体力に合わせて参加できるようになっております。

初めに、ウォーキングコースは約８キロ・約２０キロのコースに分かれていて、記

載のコース周辺の主な見どころポイントを歩いて楽しめるコースとなっております。

次にウォークラリーは約５キロのファミリー向けのコースと約３キロの車椅子など

でも参加できるユニバーサルコースとなっております。コース内容は当日配布される

コマ図を頼りに、出題される課題を解決しながら進む野外ゲームとなっております。

これを機会に府中の魅力あるスポットを再発見していただくとともに、大人の方は

もちろんのこと子どもたちの健康増進につながればと考えてございます。委員の皆様

におかれましても、ぜひご都合つきましたらご参加いただき、府中の魅力あるポイン

トを再発見していただければ幸いと存じます。以上でございます。

○委員長（崎山 弘君） ただいまの報告のまず（９）「みんなのスポーツｄａｙ」に

つきましてご質問、ご意見ございますでしょうか。よろしいでしょうか。

報告の（１０）「歩いて知ろうわがまち府中！」につきましてご質問、ご意見ござい

ますでしょうか。

では、私のほうから。例えばこの「いけいけコース」のところでは競馬場とか自衛

隊の基地とかこういうのがあるのですけれども、「ふだんは入れないけれども入れる」
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みたいなそういうところはあるのでしょうか。そういうのがあるとなんか行きたいと

思う人が出てくるのかなという気がするのですけれども。どうでしょう。

○生涯学習スポーツ課長補佐（古田 実君） 今お話ありました競馬場とか、あとは

自衛隊基地なのですが、できれば入れるとなお一層楽しめるところがあるかと思いま

すが、なかなかその辺の規制とかございまして、入るのはなかなか難しいのですが、

そこを眺めながらというところです。楽しんでいただければというような形で考えて

いるところでございます。以上です。

○委員長（崎山 弘君） 承知いたしました。

○生涯学習スポーツ課長補佐（古田 実君） それから、そのほかサントリーのビー

ル工場がございますが、そういったところをぜひ一般の見学でもそもそも可能な形に

なると思いますので、いろいろなところで楽しみながらのイベントというふうになっ

ていると思います。以上です。

○委員長（崎山 弘君） ありがとうございました。ほかに何かご質問、ご意見ござ

いますでしょうか。松本委員。

○委 員（松本良幸君） 参加費がほかの企画からすると若干高めなイメージがある

のですが、何かお弁当がついているとか、保険料が高いのだとか、何かそういった理

由づけがあるのでしょうか。

○生涯学習スポーツ課長補佐（古田 実君） 今回参加費をいただくという形のイベ

ントを実施させていただきます。その中には実際大会の準備に伴う設営費ですとか、

保険代とか、もろもろの経費が含まれているものという形で設定させていただいてお

ります。そのほか全国でもいろいろなウォーキングイベント等を実施しておりまして、

そういったところも内容は参考にさせていただいたという形でございます。それから

今度９月の２１日号の広報に記載をする予定になのですが、この大会開催に伴ってご

協賛いただける企業さん等も募ってまた参加者にいろいろな形でお土産というものが

お渡しできればいいなというふうに考えてございます。以上でございます。

○委 員（松本良幸君） ありがとうございました。特に「完走記念賞」とかそんな

ものがあるのであれば、そういうものがありますよというのも何かあったほうが。こ

れだけだとちょっとインパクトに欠けるかなと。せっかくもしあるのであれば加えて

あげたらより多くの参加者がふえるかなというふうに思いました。以上です。ありが

とうございました。

○生涯学習スポーツ課長補佐（古田 実君） ちょっとよろしいでしょうか。こちら

は今回委員の皆様にお示しした資料につきましては、告知版という形で７月の下旬か

ら８月の頭に各世帯に配付されたと思うのですが、その中に折り込みという形で配付

させていただいたものをきょうはお示しをさせていただいております。また近々、今、

委員さんがお話いただきました、もう少し細かなところの内容を含めたものの概要を

チラシとして鋭意作成しておりまして、近日中に配付を予定しております。以上でご

ざいます。

○委員長（崎山 弘君） ほかによろしいでしょうか。
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○委 員（村越ひろみ君） 私もちょっと参加費は結構かかるのだなとは思っていた

ので、何かお土産があるといいなと思います。それと、参加の定員、５００人、１，

５００人となっていますけれども、どんなふうに動いていくというか回っていくとい

うのか、グループになるのか、好きに行っていいのか、その辺を伺えたらと思います。

○生涯学習スポーツ課長補佐（古田 実君） 基本的には各コースで時間の設定とい

うものはまず設定をさせていただいております。ただ、全体でいきなり１コースで一

遍にスタートしてしまうといろいろな交通上の問題ですとか、参加者の安全確保とい

うものができませんので、そこは断片的な形でこちらからアナウンスをさせていただ

いて、グループごとにといいますか、出発の合図をさせていただきたいというふうに

考えております。以上でございます。

○委 員（村越ひろみ君） ありがとうございました。

○委員長（崎山 弘君） ほかに何かございますでしょうか。

それでは報告・連絡（９）、（１０）について了承いたします。

              ◇               

◎報告・連絡（１１）府中市美術館運営協議会答申について

○委員長（崎山 弘君） 報告・連絡（１１）について、美術館、お願いいたします。

○美術館副館長（山村仁志君） それでは第７期「府中市美術館運営協議会答申」に

つきまして資料１１に基づいてご報告いたします。

まず「１ 趣旨」ですが、平成２４年１１月に美術館館長より諮問された「美術館

と地域社会、そしてマネジメントについて」に対して１２名の委員が審議を重ねてこ

のたび答申を提出したものです。以下、しばらくホッチキスどめした資料の本編のほ

うをごらんください。

まず１、２ページをお開きください。「はじめに」に続きまして「２ 美術館と地域

社会」では（１）地域社会との連携、（２）公園や周辺施設との連携について提言をい

ただいております。できるだけ市民が親子で来館できるそういう機会を多く設けるこ

と、また商店街や、公園周辺施設との連携などが提案されております。

次に（３）美術館のマネジメントについてですが３、４ページをごらんください。

（１）の使命、からマーケティング、アンケート、開館日数、展覧会、収集、教育普

及事業、ボランティア、調査・研究、そして（１０）の市立美術館としてまで１０項

目に及び、多岐にわたる詳細なご助言をいただいております。来館者等組織のマネジ

メント、それからボランティアとの協働など、ソフト面でのさらなる充実が求められ

ております。

次に７、８ページをごらんください。「４ 市民サービスについて」では、来館者へ

のおもてなし、ミュージアムショップとカフェの改革、そしてメンバーシップ制度の

改善が必要であると提言されております。

最後に８ページをごらんください。「５ おわりに」ですが、３段目にありますとお

り、中長期的な視点から美術館のあり方を考え、地域との協働をさらに進めるべきこ

となどが示されております。
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Ａ４のレジュメにお戻りください。「３ 今後の予定」ですが、この提言を今年度か

ら始まっております第６次総合計画前期基本計画に生かすように事業改善に取り組ん

でいくものといたします。以上、第７期美術館運営協議会の答申に関しますご報告を

終わります。以上です。

○委員長（崎山 弘君） ただいまの報告につきまして何かご質問、ご意見ございま

すでしょうか。よろしいでしょうか。

それでは報告・連絡（１１）について了承いたします。

              ◇               

◎その他

○委員長（崎山 弘君） その他ですが何かございますでしょうか。

              ◇               

◎教育委員報告

○委員長（崎山 弘君） ないようでしたら、教育委員報告に移りたいと思います。

○委 員（村越ひろみ君） では村越から報告させていただきます。

まず初めに先月、先々月と２回にわたって委員会を欠席したことを深くおわびさせ

ていただきます。申しわけありませんでした。私事の理由にご理解いただいたことに

感謝申し上げます。おかげさまで娘の第３子である長男と、息子の第１子である長男

が誕生して、娘と嫁の出産というお手伝い、世話をすることが、役目を果たすことが

無事にできました。孫が４人となり、少子化対策には貢献することができているのか

なと思い、またこれは幸せなことなのであろうと感じています。本当にありがとうご

ざいました。済みませんでした。

委員としての活動ですが、きのうのミレー展のレセプションの参加が唯一となりま

すが報告させていただきます。

ミレーの描いた絵といえば「種をまく人」と「落穂拾い」くらいしか知らず、ほか

の作品を目にしたこともありませんでした。レセプションの中で学芸員の方のお話を

聞いて、ミレーは人を愛する家族思いの画家であり、その姿をたくさん描いてきたと

いうことがよくわかりました。展示を見終えた後に何か本当に気持ちがほっとして、

すてきな時間を過ごすことができたと感じました。ミレー生誕２００年であり府中市

美術館の井出館長さんがミレー展の開催にかかわった１０回目でもあるというお話も

聞いて、何より市制６０周年の記念すべき年にふさわしい企画展だと思います。市内

外からたくさんの方に見ていただけることと思います。ミレーを知らなかった人にも

たくさんのことを知ってもらえることと思います。私ももう一度行きたいと思います。

ありがとうございます。

○委 員（齋藤裕吉君） それでは、齋藤より報告をさせていただきます。８月３０

日土曜日午前に、故松村壽志議員の葬儀に参列をしました。故人の市政にかかわる業

績をしのび、謹んでご冥福をお祈りしてまいりました。

８月３０日土曜日の午後ですけれども、熊野神社古墳の発掘調査の現地見学会に参

加いたしました。今回の発掘現場は古墳の建造のために必要な関東ローム層の土を掘

り出した跡であるということなど、担当の方の詳しい説明をお聞きすることができま
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した。市民の方々も見学に見えていらっしゃいまして、係の方の説明に熱心に耳を傾

けていらっしゃる姿が幾人も見られました。

８月３１日日曜日ですけれども、郷土の森総合プールで行われました第５７回府中

市民体育大会夏季大会水泳競技会の開会式に出席いたしました。そして、競技の一部

を参観いたしました。小学生以下から大人まで、皆さんが全力で泳いでいる姿がとて

もすばらしく見えました。そして、見学をしているほうにもその気迫が伝わってくる

感じでした。また、参加者が多くスポーツに対する市民のニーズの大きさというもの

を改めて感じさせられる大会でございました。

次に、９月６日の土曜日ですけれども、第２１回府中市生涯学習フェスティバルが

府中市の生涯学習センターで行われ、その取り組みの一環としての講演会に参加をし

てまいりました。講師は江戸東京博物館の館長の竹内誠先生で、「江戸の知恵と心を語

る」という演題でのお話でした。江戸の庶民の暮らしについて資料をもとにしながら

ユーモアを交えた実に興味深いお話をお聞きすることができました。そのお話を通じ

まして江戸の庶民の生活の知恵というものに学ぶべきことがたくさんあるなというこ

とに気づかされました。大変有意義な講演会でございました。

次に、９月１０日日曜日、午後、昨夜のことです。府中市美術館で行われました市

制施行６０周年記念、生誕２００年のミレー展レセプションに出席いたしました。い

つものレセプション以上に多くの参加者や来賓の方々をお迎えしての取り組みで、準

備をしてくださった皆様方の意気込みと市制施行６０周年をお祝いする気持ちが強く

感じられるレセプションでございました。また、井出館長や学芸員の方のお話をお聞

きした後に、２階の展示された作品を鑑賞いたしました。解説を聞いた後なので幾つ

か見なれた作品もあったわけですけれども、また新鮮に目に映るという感じでした。

府中市民の皆様を初め、多くの皆様方のご来場を期待したいと思います。以上でござ

います。

○委 員（松本良幸君） それでは松本よりご報告させていただきます。８月２３日

どりーむホールで開催されました、市制施行６０周年記念第２９回青少年音楽祭を観

賞してまいりました。迫力のある太鼓の演奏や慶應音楽部から本格的なオーケストラ

まで、どの参加者もすばらしい演奏を聞かせてくださいました。中でも府中第四小学

校ハーモニーブリーズジャズオーケストラの演奏は、サウンド、ビジュアルとも本当

に小学生なのかなと疑いたくなるほどのクオリティで本当に驚かされました。また、

２日間にわたる音楽祭の準備運営にご協力いただきました関係者の皆様に心から感謝

申し上げたいと思います。

８月３０日、国史跡武蔵府中熊野神社古墳隣地で行われた発掘調査現地見学会に伺

いました。数年前から継続して発掘調査が行われている古墳西側の土取穴状遺構調査

だそうですが、文化財課の塚原さんから発掘の概要についてわかりやすくご説明をい

ただきました。パワーショベルもスコップもない時代によく掘ったものだなと素人感

覚で感心しきりの見学でした。

８月３１日、総合プールで開催された市民体育大会夏季大会水泳競技会開会式に出

席してまいりました。猛暑もおさまり若干涼しい日でしたが、プールでは真っ黒に日
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焼けした選手たちによる熱戦が繰り広げられ、会場放送では大会記録更新の速報が盛

んに伝えられていました。参加者の中から６年後の東京オリンピックに出場する選手

が出てくることを夢見たいと思います。

９月６日、第２１回生涯学習フェスティバル講演会「江戸の知恵と心」を聴講して

まいりました。江戸東京博物館館長竹内先生のお話はユーモアたっぷりの楽しい語り

口で、江戸時代の庶民生活が目に浮かんでくるようなとてもわかりやすいお話でした。

また、講堂内は年配の方が大勢参加されておられ、まさに生涯学習のイベントとして

価値ある講演会であったと思います。

昨日、９月１０日、府中市美術館で開催されたミレー展開会レセプションに出席し

てまいりました。一足早く会場に伺い、作品を鑑賞させていただきましたが、テーマ

を持って展示された作品は圧倒的な存在感で、美術の心得のない私であっても素直に

感動する瞬間でした。一度だけでは感じ取れないことがたくさんある気がしましたの

で、開催期間中にもう一度訪れてみたいと思います。

以上で私からの報告を終わります。

○教育長（浅沼昭夫君） 続きまして、浅沼が報告いたします。８月２３日、第３５

回小学生バレーボールの集いが総合体育館で開催されまして、市長代理で挨拶を代読

してまいりました。今回参加チームは３３でした。その様子なのですけれども、最初

のゲームでは、どことなく動きがぎこちなかったメンバーも試合が進むにつれてラリ

ーが続くようになりました。青少対の正副委員長会と東京府中ライオンズクラブの共

催のもと、府中市バレーボール連盟の方々が審判を務めていただくなど、スポーツを

通じての小学生の仲間づくりの場をつくっていただいていることをありがたく感じま

した。

続きまして、８月２４日、府中市制施行６０周年記念、第２９回府中市青少年音楽

祭が２３日の合奏に引き続きまして合唱の部が開催されまして、冒頭挨拶を述べた後、

観賞してまいりました。小学生、中学生、そして府中西高、混声合唱団の「ＡＤＡ」

と「麗鳴」が発表いたしました。小学生から中学生、高校生、そして大学生、社会人

とそれぞれの練習や経験の積み重ねに裏打ちされた合唱を聞きまして、大変充実した

時間を過ごすことができました。特に小中学生にとりましては、あのように歌いたい

という憧れや目標を明確にすることで、さらに合唱活動への意欲が高まったのではな

いかなというふうに思っております。

それから、８月３０日、熊野神社の遺跡発掘の見学会、８月３１日は市民体育大会

夏季大会水泳競技大会の開会式、そして見学をしてきました。

続きまして、９月６日、教育センターで第６３回中学生のリーダー研修会議が開催

されまして、激励の挨拶を述べてまいりました。今回のテーマは「学校のリーダーと

して求められること」でありました。研修を受けた生徒たちが中学校生活の向上に向

けて、主体的・自立的に活動することで学校生活がさらに安定し、生活そのものが生

徒にとって充実することを願っております。学期初めの忙しい中、校長先生をはじめ

生徒会担当の先生方の熱意に感謝をしております。
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それから、その後、先ほどもご報告がありましたけれども、第２１回府中市生涯学

習フェスティバルを見学させていただきました。

続きまして、後ほど担当のほうから報告があるかと思いますが、９月９日、この７

日にどりーむホールで開催された第６９回当合唱コンクールで府中四中が都代表に選

ばれまして、岩手の盛岡市で開催される全国大会に行くことになり、三浦校長先生、

顧問の横田先生、そして部長、副部長、さらには日ごろからご支援いただいている保

護者の代表の方の来室がありまして、報告を受けました。同時に、高校Ｂでしょうか。

府中西高が選ばれまして、次の１０日に清水校長先生が来室されました。都の代表と

して中高がともに府中市が選ばれたことを大変喜んでいます。また、市制６０周年の

記念式典のイベント等でも両校が合唱を披露する予定がありますし、府中一中と府中

二中の連合の合唱も銀賞を受賞いたしました。大変うれしい限りであります。

それから、９月１０日にミレー展のレセプションに出席いたしました。以上であり

ます。

○委員長（崎山 弘君） それでは、崎山より報告いたします。８月３１日、皆様、

市民体育大会水泳競技会に参加しておられたころ、私は大阪で開催されている日本外

来小児科学会に参加していました。メインシンポジウムで「教育委員として地域の子

どもたちを支援する」というタイトルで講演してきました。今、ここにいるように、

教育委員会定例会に出席することや入学式や卒業式、運動会やセカンドスクールなど

子どもたちの学校行事、市民体育大会や駅伝大会などのスポーツ関係、美術館などの

生涯教育関係の行事に参加することも重要ですが、小児科医としての観点からは、学

校並びに教育委員会という組織を、子どもたちを育ててくださる学校の先生方が育つ

場として捉える視点も忘れてはならない。そのためには先生たちのニーズ、要望に応

えるような活動、例えば学校での救急対応の講演会などをすることが、間接的ではあ

るが子どもたちの支援になるというお話をしてまいりました。

９月９日、午後に都庁で開催された地方教育行政法の改正に伴って教育委員会制度

が変わることに関する説明会に、教育長、教育部長などとともに出席してきました。

制度などの形が変わるときは一緒に今まで不都合であったところを手直しするよい機

会です。自宅の改築にあわせて家具を買いかえるのと同じです。今回、その改築の方

向性がかなり明確に示されたので、これにあわせて府中市教育委員会はどのように変

わるべきか、どのような変わり方があるのか、幸い少しばかり猶予の時間を与えられ

ているので、熟慮して対応したいと思います。条例や規則の書きかえを担当される部

署の方には大変な苦労であると思いますが、よりよい府中市教育委員会を人の目に明

らかにさせる仕事ですので、どうぞよろしくお願いいたします。

同じく９日、都庁から帰ってきた後で、都立小児総合医療センターの準夜帯の救急

診療をしてきたのですが、そこでアレルギー科の赤澤部長より、学校の先生方に向け

て食物アレルギー（エピペン）の講習会を開催するので、府中市の先生方に伝えてほ

しいと申し出がありました。１０月２２日と１１月１９日に小児総合医療センター内

で開催されます。詳細は後で教育長に渡しておきます。アレルギー科の専門医から指

導を受けられる機会はそうはありません。やはり小児総合医療センターのお膝元の府
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中市で学校給食によるアレルギー事故があっては申しわけないと思いますので、希望

者はぜひ申し込んでください。

１０日、昨日ですが、私は都合により美術館のミレー展のレセプションには参加で

きませんでしたが、レセプションが始まる前に公開初日のミレー展を鑑賞してまいり

ました。展示されている８５点のミレーの作品１つ１つがどのような時代に、ミレー

がどのような意図を持って作成していたのかがわかりやすく展示されており、とても

楽しめました。あらかじめ井出館長の著書を１冊読んでから出かけていたこともあっ

て、井出館長のミレーにかける情熱を美術館職員が盛り上げているというふうにも見

えて、府中市美術館ならではのミレー展になっていると感じました。以上です。

それでは、公開での会議はここまでと休憩の後に、非公開で日程第５及び日程第６

を扱いたいと思います。

それでは、暫時休憩いたします。

午後２時４２分休憩

              ◇               

午後４時１０分再開

              ◇               

府中市教育委員会委員長選挙について

府中市教育委員会委員長職務代理者の指定について

（非公開会議により非公開）

○委員長（崎山 弘君） 平成２６年第９回府中市教育委員会定例会を閉会いたします。

              ◇               

午後４時１６分閉会
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以上、会議のてん末を記載してその相違ないことを証

するため、ここに署名する。

平成２６年１１月２０日

府中市教育委員会委員

齋藤 裕吉

      府中市教育委員会委員

村越 ひろみ

      

      

      


